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8月「本心地の好い豪」サロンにて さる8月 25日 から同28日 にかけて、「木心地の好

い家Jにて「オーディオ・ホームシアタ
ー体験会」を開

催しました。

今回の企画をコーディネ
ートしてくださつた及川孝

樹さんは、ステレオサウンド社の元記者で、吉川市出

身。現在は同社の「季刊ホームシアターJを中心にフ

リーライターとして活躍しています。

及川さんが取材訪問したホームシアタ
ーの実例

や、51チ ャンネルサラウンドの迫力ある音響、100

インチの大画面に、リビングの新しい提案が感じられ

る企画でした。

第●号の見どこう

日 縮科電池・コージエネレーション.

回「わくわくフエア」に行つてきました。

■回析仕様「本心地アヴエニユー」

回固定■産税・都市軒口秘のほ。

□ 三打官素所だより「退出時に忘れ施 なこと」

回 「木心地の好い惑サロン」用は予定。
「会将の8調 ふれあい祭り」ご案内。
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翻博から(41家庭用艦料電絶コージェネレーションシステム
「ヨージェネレーションJとは 1

つのエネルギーから電気や熱な

どの2つ以上のエネルギ豆―を取り

出すことです。「太陽光発電J Fl

様 近年注日のエコンステムで

, j`

lつのエネルギーとは、都市ガ

スです。まず 燃料電池ユニット

でnT市ガス中にある水素と空気

中の酸素を化■反応させて発電

させます。ここで電気をつくり出

します。その後、貯場ユニット

で、発電する時に発生する熱を

お湯にして貯めます。(お湯が足

りなくなつた時のためにバックア

ップ熱源機も入つています。)

2つのエネルギーとは、電気と

内の電気機器で使用します。

(lKWを 超える分や発電停止中

は 自動的に電力会社の電気を

使用します.)お 湯は、風吊 シ

ャワーやキッチンなどの給湯に

使用します。(暖房 風宮の通い

炊きは、時場ユニットのバックア

ップ熱源機でつくる温水を利用

しま,c)こ の2つを合わせて家

庭用燃料電池ヨージェネレーシ

ョンシステムです。

今までrlたちが使つている電

気、実は利用しているのは、もと

のエネルギーの37%し か使って

いません.電気を「つくるJ場所と

「つかうJ場所が離れていると、63

%の エネルギーが、排課ロス 送

桔てられてしまっているのです。

このシステムは、家庭までは、

都市ガス(ロスなく100%家 庭ま

で届きます。)そこから発電すれ

ば 電気を「つくるJ場所と「つか

うJ場所が
一緒で、発電時にでき

る熱も、お湯に変えられ、ロスな

く、ムダなく利用できるのです。

(ここでのロス297))今まで捨てて

した :気 !コに

工事部から(5) 「上憾」の作業

前回の「基礎 !「事Jの次の工

程のお話を。

ヨンクリートの基礎の上に、軸

細最下部水平材の「上台Jを基

礎から出たアンカ
ーボルトによっ

て緊結します (まぎらわしいです

が、建築用語では、「上台Jとはこ

の木材のことを言います)。基礎

と緊結するさい、その間に厚さ

25mmの 上台パッキンを挟み込

んで隙間を空け、通気を取り、土

台と床下の防湿を保ちます。(こ

こまでを「士台敷き」という)

次はいよいよ「上棟Jですゎ

上棟日前 Hまでに、上場でプ

レカットされた構造材(骨組みに

なる部材のこと。柱、梁、桁、筋

交いなど。上台も含まれる)を現

場に搬入b

プレカットとは、コンピュータに

よる部材機械加エシステムのこ

と。

大工が手仕事で墨付け加工

すると数週間かかる作業を、プレ

カットですと1日で1棟分はtH工

でき、現在ではこちらが主流とな

っています。しかし和=な ど真壁

の部分など 今でも大工の手加

工に頼らぎるを得ない部分は残

されています。

さて、上棟はクレーンを使い、

大工が鳶職とともに行います。軸

組みこ法では 通し柱を士台か

ら最上階までまっすぐ立ち上げ、

側面から梁を入れ込んでいく形

でフレームを構成します。

まず通し柱、1陪の管柱を立

て 2階の床組み高さの胴差(ど

うさし)、床梁を支えますゎ次に2

略の管柱を立て 軒桁 小屋突

を支えます(小屋梁では自然の

反りを活かした太鼓梁を使用す

ることもあります)。最後に屋根に

なる骨組みの小屋梁を組んで、

屋根の棟部分の部材である「棟

木Jを固定します.にの瞬岡が狭

義の「上棟J)

筋交いを入れるのは翌日以降

の作業となりますので、その間、

建物が歪まないように仮の筋交

いを人れ、建物の垂直を確認

し、上棟は終了。お清めをして

「棟札Jを上げ、「上棟式」を行い

ます。

工事部高野堪凛


